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ド
イ
ツ
に
お
け
る
石
原
莞
爾
（
そ
の
三
）

伊

藤

嘉

啓

旧
蔵
書

　
平
成
九
年
三
月
、
石
原
莞
爾
の
資
料
を
求
め
て
、
酒
田
市
と
鶴
岡
市
を
訪
ね
た
。

石
原
旧
蔵
書
と
石
原
の
家
族
へ
の
手
紙
を
有
す
る
光
丘
文
庫
は
、
酒
田
市
立
中
央

図
書
館
の
分
館
で
あ
る
。
『
石
原
莞
爾
旧
蔵
書
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
蔵
書
数
は
、

洋
書
一
二
一
九
冊
、
和
書
一
〇
〇
六
点
と
あ
る
が
、
そ
の
蔵
書
に
は
鮮
明
な
特
徴

が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
軍
事
関
係
書
の
多
さ
で
あ
る
。
そ
れ
は
洋
書
三
一
五

点
、
和
書
二
〇
七
点
、
合
計
五
二
二
点
、
全
体
の
約
三
分
の
一
に
あ
た
る
。
こ
れ

に
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
の
伝
記
類
を
加
へ
る
と
、
そ
れ
で
約
四
分

の
三
を
占
め
る
。
特
徴
の
第
二
は
、
宗
教
関
係
書
の
少
な
さ
で
あ
る
。
石
原
と
云

へ
ば
、
熱
烈
な
日
蓮
信
者
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
事
実
、
壷
口
か
ら
の
、
そ
し
て
、

ベ
ル
リ
ン
か
ら
の
妻
へ
の
手
紙
を
読
む
と
、
信
仰
に
関
す
る
こ
と
が
、
突
出
し
て

多
く
書
か
れ
て
み
る
。
石
原
に
と
っ
て
、
宗
教
は
生
半
可
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

有
名
な
「
最
終
戦
論
」
の
構
想
に
お
い
て
、
石
原
に
最
終
的
な
確
信
を
与
へ
た
の

は
、
日
蓮
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
こ
の
蔵
書
で
は
、
宗
教
書
は
、
洋

書
三
点
、
和
書
八
点
、
併
せ
て
十
一
点
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
う
ち
日
蓮
に
関
す
る
も

の
は
、
山
川
智
応
『
日
蓮
聖
人
と
百
王
思
想
』
と
。
。
讐
。
目
一
（
里
見
）
－
自
ぎ
器
器
ω

ぼ
。
暮
讐
ω
○
ω
8
ロ
h
曾
累
詳
の
。
匡
話
巳
の
ヨ
垢
、
、
（
内
●
甲
雪
ぎ
訳
）
の
二
冊
し

か
な
い
。

　
こ
れ
は
ど
う
考
へ
る
可
き
か
。
散
逸
も
、
も
ち
ろ
ん
、
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
石
原
は
何
よ
り
も
先
づ
、
軍
人
で
あ
り
、
作
戦
参
謀
で
あ
っ
た
こ

と
を
、
こ
の
蔵
書
は
歴
々
と
示
し
て
み
る
。
し
か
し
、
同
時
に
こ
の
蔵
書
は
、
所

有
者
が
軍
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
瞬
疑
は
せ
る
。
通
常
、
軍
人
が
こ
れ
程
多
量
の

本
を
、
し
か
も
、
こ
れ
程
多
く
の
外
国
語
の
本
を
持
つ
の
は
異
例
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
石
原
は
著
書
が
多
く
、
出
版
さ
れ
た
も
の
は
十
九
点
に
及
ぶ
。
軍
人
と
云

へ
ば
、
『
本
庄
繁
日
記
』
の
や
う
な
日
記
類
と
か
、
回
想
録
く
ら
み
が
普
通
で
あ

ら
う
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
『
第
二
次
世
界
大
戦
回
顧
録
』
を
書
き
、
政
治
家
ば
か
り

で
な
く
、
文
筆
家
チ
ャ
ー
チ
ル
の
名
も
あ
げ
た
が
、
石
原
も
ま
た
、
「
読
書
す
る

軍
人
」
（
山
口
昌
男
「
「
挫
折
」
の
昭
和
史
』
、
岩
波
書
店
）
で
あ
っ
た
。

　
石
原
が
生
ま
れ
た
の
は
、
酒
田
の
隣
の
鶴
岡
市
で
あ
る
。
生
家
は
も
は
や
な
く
、

そ
こ
は
い
ま
医
院
に
な
っ
て
み
る
。
し
か
し
、
石
原
が
昭
和
十
七
年
九
月
か
ら
二

十
一
年
一
月
ま
で
住
ん
で
み
た
家
は
現
在
も
そ
の
ま
～
残
っ
て
み
る
。
当
時
、
石

原
と
同
じ
隣
組
で
、
面
識
の
あ
っ
た
人
の
話
で
は
、
「
石
原
さ
ん
は
田
舎
親
父
の

や
う
だ
っ
た
が
、
奥
さ
ん
は
中
々
の
ハ
イ
カ
ラ
で
、
よ
く
シ
ナ
服
を
着
て
ゐ
ま
し

た
よ
」
と
の
こ
と
。
夫
人
の
シ
ナ
服
は
、
石
原
が
情
熱
を
注
い
だ
東
亜
聯
盟
の
現

れ
か
。
『
虹
色
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
』
（
安
彦
良
和
著
、
潮
出
版
社
）
の
中
で
は
、
満
州

事
変
を
起
し
て
お
き
な
が
ら
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
国
際
聯
盟
の
会
議
に
、
「
ぬ
け
ぬ

け
と
支
那
服
を
着
」
て
行
っ
た
「
石
原
の
図
太
さ
」
が
指
摘
さ
れ
て
る
る
が
（
第
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一
集
、
＝
二
三
頁
）
、
石
原
が
時
々
シ
ナ
服
を
着
た
の
は
、

み
か
ら
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

二
　
関
東
大
震
災

中
国
に
対
す
る
親
し

　
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
石
原
の
話
に
戻
る
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
九
月

で
あ
る
。

新
聞
ニ
テ
横
浜
、
東
京
、
大
地
震
ノ
事
ヲ
知
り
、
直
チ
ニ
里
見
先
生
二
通
知

ス
。
驚
ク
外
ナ
シ
。
御
無
事
ナ
リ
ヤ
。
安
政
以
来
ノ
大
地
震
ナ
ル
ベ
シ
。
電

報
断
路
シ
テ
ヨ
ク
知
ル
ヲ
得
ザ
ル
モ
、
独
乙
ノ
地
震
計
迄
感
応
ア
リ
シ
由
也
。

（
九
月
二
日
）

関
東
大
震
災
は
九
月
一
日
の
午
前
に
起
つ
た
。
同
じ
時
期
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
留

学
し
て
み
た
斎
藤
茂
吉
は
、
九
月
三
日
の
夕
刊
で
は
じ
め
て
日
本
の
地
震
を
知
っ

た
と
云
っ
て
み
る
（
随
筆
「
日
本
大
地
震
」
、
歌
集
『
遍
歴
」
）
。
い
ま
当
時
の
新

聞
を
調
べ
て
見
て
も
（
ゆ
霞
犀
器
弓
↓
9
σ
q
①
三
㊤
暮
§
寛
解
9
。
巳
①
『
N
Φ
＃
巨
㈹
）
、
二

日
に
は
当
該
の
記
事
は
な
く
、
矢
張
り
三
日
の
夕
刊
に
は
じ
め
て
、
「
日
本
に
大

地
震
」
と
出
て
み
る
。
石
原
が
い
か
な
る
新
聞
で
読
ん
だ
か
は
不
明
。
と
に
か
文

情
報
入
手
は
早
か
っ
た
。

　
関
東
大
震
災
に
つ
い
て
、
ま
つ
右
の
や
う
に
書
い
た
後
、
石
原
は
更
に
言
葉
を

つ
穿
け
る
が
、
そ
れ
は
家
族
、
親
戚
、
知
人
な
ど
の
安
否
を
尋
ね
る
個
人
的
な
も

の
で
は
な
い
。
ま
さ
に
、
石
原
な
ら
で
は
の
発
言
で
あ
っ
た
。

日
本
モ
イ
ヨ
イ
ヨ
覚
醒
ス
ベ
キ
秋
、
到
来
セ
リ
ト
見
ル
。
無
意
味
ノ
、
天
変

地
妖
ト
ノ
ミ
見
ル
能
ハ
ザ
ル
ベ
シ
。
世
界
統
一
。
、
一
閻
浮
提
未
曾
有
ノ
大
闘

謬
。
本
門
戒
壇
ノ
建
立
。
時
期
ハ
日
二
日
二
切
迫
シ
ツ
ツ
ア
ル
コ
ト
各
方
面

ヨ
リ
見
テ
明
也
。
（
九
月
二
日
）

　
こ
れ
は
、
日
蓮
の
「
撰
時
抄
」
に
も
と
づ
い
て
み
る
。
日
蓮
は
云
ふ
、
「
其
の

時
天
変
地
妖
」
盛
ん
に
な
り
、
「
前
代
未
聞
の
大
徳
課
一
閻
浮
提
に
起
る
べ
し
」

と
。
震
災
を
契
機
に
、
以
下
、
し
ば
ら
く
は
日
蓮
の
予
言
を
踏
へ
た
記
述
が
手
紙

に
充
満
す
る
。

不
幸
、
最
大
ノ
不
幸
。
然
シ
セ
メ
テ
与
奪
ヲ
転
ジ
テ
福
ト
ナ
シ
タ
キ
モ
ノ
也
。

日
本
モ
イ
ヨ
イ
ヨ
日
本
固
有
ノ
精
神
二
帰
ル
ベ
キ
秋
来
レ
ル
天
ノ
御
示
シ
ニ

ア
ラ
ズ
ヤ
。
政
治
、
産
業
、
外
交
、
其
他
文
化
的
事
業
、
凡
テ
獣
的
ナ
ル
西

洋
ノ
マ
ネ
ハ
モ
ウ
止
ム
ベ
キ
時
也
。
［
…
］
人
迷
ッ
テ
天
イ
カ
ル
。
真

二
畏
ル
ベ
シ
。
慎
ム
ベ
シ
。
（
九
月
三
日
）

我
等
ハ
深
キ
悲
シ
ミ
ノ
中
ニ
モ
ヨ
ク
天
意
ノ
ア
ル
所
ヲ
体
シ
、
法
ノ
為
、
国

ノ
為
真
二
一
命
ヲ
捧
グ
ベ
キ
秋
口
来
レ
ル
也
。
［
…
］

鳴
呼
、
我
等
本
化
ノ
徒
ハ
、
イ
ヨ
イ
ヨ
自
己
一
身
ヲ
省
ム
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト

ヲ
二
心
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
凡
テ
再
議
ノ
為
也
。
凡
テ
ハ
国
ノ
為
也
。
凡
テ

ハ
此
不
安
ノ
極
ニ
サ
マ
ヨ
フ
世
界
人
類
ノ
為
也
。
凡
テ
ヲ
捧
ゲ
ン
、
凡
テ
ヲ

捨
テ
ン
。
以
テ
本
化
ノ
弟
子
タ
ル
ノ
本
分
ヲ
完
ウ
セ
ン
ノ
ミ
。

南
無
妙
法
蓮
華
経
　
　
（
九
月
四
日
）

余
ハ
日
本
が
戒
壇
ノ
国
タ
ル
ヲ
確
信
ス
。
余
ハ
本
化
ノ
明
教
ヲ
信
ズ
。
［
。
・
・
］

吾
等
ハ
凡
テ
ニ
打
チ
克
チ
、
必
ズ
戒
壇
成
就
ノ
日
ヲ
実
顕
セ
ザ
ル
ペ
カ
ラ
ズ
。
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此
度
ノ
大
変
亦
天
意
ノ
ア
ル
所
ア
ラ
ン
。
落
胆
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
悲
観
ス
ベ
カ

ラ
ズ
。
此
大
禍
ヲ
転
ジ
テ
大
福
ト
ス
ベ
キ
也
。

南
無
妙
法
蓮
華
経
　
　
（
九
月
五
日
）

石
原
に
と
っ
て
、
も
は
や
、
身
内
は
二
の
次
で
あ
る
。
何
と
い
っ
て
も
、
「
法
」

の
た
み
、
「
国
」
の
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
手
紙
が
明
ら
か
に
し
て
み
る
。

実
ヲ
申
セ
バ
家
ノ
事
等
ハ
已
一
二
時
小
問
題
ト
ナ
リ
、
国
家
ノ
前
途
ヲ
思
フ

テ
数
夜
泣
キ
明
シ
タ
ル
ナ
リ
キ
。

　
而
モ
酒
事
二
於
テ
吾
ヲ
慰
ム
ル
ハ
唯
吾
人
ノ
信
仰
ノ
ミ
。
（
九
月
六
日
）

　
こ
れ
は
ど
う
取
れ
ば
い
、
の
か
。
ま
つ
、
石
原
に
お
い
て
、
信
仰
が
占
め
る
比

率
の
大
き
さ
で
あ
る
。
同
じ
く
ド
イ
ツ
で
関
東
大
震
災
の
報
に
接
し
た
斎
藤
茂
吉

は
、
随
筆
「
日
本
大
地
震
」
で
、
そ
の
時
の
心
境
を
書
い
て
を
り
、
そ
こ
に
は
、

宗
教
に
も
少
し
は
触
れ
て
は
み
る
が
、
全
体
に
は
家
族
や
友
人
の
安
否
を
気
遣
ふ

記
述
ば
か
り
で
、
石
原
の
や
う
な
発
言
は
、
な
い
。
一
つ
見
落
と
し
て
は
な
ら
ぬ

点
が
あ
る
。
石
原
の
場
合
、
宗
教
は
国
家
と
強
く
結
び
つ
い
て
み
る
の
で
あ
る
。

こ
＼
で
の
宗
教
は
、
個
人
の
悩
み
に
応
へ
る
の
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
よ
り
少

な
く
し
か
応
へ
な
い
。
さ
う
で
は
な
く
、
宗
教
は
、
よ
り
多
く
国
家
の
指
針
な
の

で
あ
る
。
石
原
が
日
蓮
に
惹
か
れ
た
原
点
は
、
ま
さ
に
ご
㌧
に
こ
そ
あ
る
。
日
蓮

の
も
つ
政
治
性
、
そ
の
た
め
に
、
日
蓮
は
迫
害
を
受
け
、
そ
の
た
め
に
、
石
原
を

虜
と
し
た
。

　
し
か
し
、
日
蓮
を
信
仰
し
た
石
原
が
、
そ
の
理
由
で
、
特
異
と
見
ら
れ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
間
違
ひ
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
大
勢
の
人
が
日
蓮
主
義
へ
走
っ
た
。
高

山
樗
牛
（
明
治
四
年
一
明
治
三
十
五
年
）
が
日
蓮
主
義
を
標
榜
し
た
こ
と
は
、
よ

く
知
ら
れ
て
み
る
が
、
樗
牛
は
石
原
と
同
じ
鶴
岡
の
出
身
で
あ
る
。
石
原
の
蔵
書

の
中
に
は
、
樗
牛
全
集
が
入
っ
て
み
る
。
ま
た
矢
張
り
同
郷
の
先
輩
・
佐
藤
鉄
太

郎
中
将
（
慶
応
元
年
－
昭
和
十
七
年
）
も
熱
烈
な
日
蓮
信
者
で
あ
る
。
佐
藤
の
著

書
『
帝
国
国
防
史
論
』
を
、
石
原
は
批
判
し
な
が
ら
も
、
高
く
評
価
し
て
み
る

（「

岺
?
j
大
観
の
序
」
）
。
現
在
、
石
原
旧
蔵
書
の
中
に
、
こ
の
本
は
見
当
た
ら
な

い
が
、
そ
の
節
略
本
の
『
帝
国
国
防
史
論
抄
」
は
入
っ
て
を
り
、
い
く
つ
か
の
鉛

筆
の
書
き
込
み
ま
で
あ
る
。
こ
れ
ら
先
輩
と
並
ん
で
、
石
原
と
同
世
代
の
人
で
は
、

宮
沢
賢
治
（
明
治
二
十
九
年
一
昭
和
八
年
）
が
日
蓮
信
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

石
原
と
宮
沢
賢
治
は
、
ど
ち
ら
も
国
柱
会
の
会
員
で
あ
っ
た
か
ら
、
二
人
は
同
じ

会
場
で
、
田
中
智
学
の
講
演
を
聞
い
た
可
能
性
が
な
い
で
も
な
い
。
B
蓮
が
こ
れ

ほ
ど
人
々
の
関
心
を
集
め
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
時
代
の
要
求
で
あ
っ
た
で
あ
ら

う
。　

こ
の
B
の
手
紙
は
、
さ
ら
に
つ
穿
き
、
「
天
此
人
二
重
任
ヲ
与
ヘ
ン
ト
ス
ル
や

先
其
身
ヲ
窮
乏
ス
」
と
孟
子
を
引
用
す
る
が
、
記
憶
に
よ
っ
た
ら
し
く
、
少
し
間

違
っ
て
み
る
。
正
し
く
は
、
「
天
将
降
大
任
於
是
人
也
、
必
先
苦
其
心
志
、
労
其

筋
骨
、
餓
其
体
膚
、
空
乏
其
身
、
行
払
乱
姿
所
為
」
（
孟
子
、
孟
子
・
下
）
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
古
典
を
引
用
す
る
場
合
、
一
字
一
句
そ
の
ま
～
で
な
く
、
我
流

に
幾
ら
か
変
へ
る
方
が
気
が
利
い
て
み
る
。
森
鴎
外
の
『
独
逸
日
記
』
で
も
、
さ

う
な
っ
て
ゐ
露
、
こ
～
は
、
そ
こ
ま
で
計
算
し
て
の
引
用
で
は
あ
る
ま
い
。
そ

れ
は
、
と
に
か
く
、
孟
子
を
踏
へ
て
、
今
度
の
天
災
は
、
天
が
日
本
に
与
へ
た
試

煉
で
あ
り
、
そ
れ
に
耐
へ
て
、
戒
壇
国
で
あ
る
と
こ
ろ
の
日
本
が
、
道
義
的
に
世

界
を
統
一
す
べ
き
と
い
ふ
確
信
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
地
震
に
よ
る
災
害
か
ら
、

い
か
に
し
て
立
ち
上
が
る
か
。

百
貫
、
千
億
、
此
ノ
如
キ
物
質
的
損
失
十
三
シ
テ
嘆
ク
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
恐
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ル
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
今
や
正
シ
ク
又
立
憲
養
正
会
政
策
ノ
命
ズ
ル
所
二
面
ツ

テ
、
新
シ
キ
国
家
行
政
、
経
済
、
組
織
ヲ
完
成
シ
、
国
民
ノ
全
力
ヲ
統
一
シ

テ
之
が
復
旧
ヲ
計
ル
ベ
キ
也
。

と
、
書
き
、
つ
ゴ
け
て
、
こ
、
で
も
、
資
本
家
へ
の
強
い
反
発
を
示
し
て
み
る
。

資
本
家
共
ノ
任
意
的
活
動
二
放
任
ス
ル
が
如
キ
、
断
ジ
テ
不
可
。

そ
し
て
、
具
体
的
な
復
旧
対
策
の
一
つ
の
例
が
、
ま
た
突
飛
で
あ
る
。

要
ス
レ
バ
陸
軍
ノ
如
キ
十
分
ノ
ー

テ
テ
土
方
人
夫
ト
ナ
ラ
ン
。
真
正

ツ
ァ
リ
。
（
九
月
六
日
）

三
　
最
終
戦
這

出
減
ズ
ベ
シ
。
余
ノ
如
キ
直
チ
ニ
職
ヲ
捨

一
身
ヲ
君
国
二
捧
グ
ベ
キ
秋
ハ
切
迫
シ
ツ

　
日
本
の
地
震
は
、
ド
イ
ツ
の
新
聞
に
も
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
か
ら
、

は
日
本
人
と
見
れ
ば
、
何
か
と
慰
め
て
く
れ
た
。

ド
イ
ツ
人

「
カ
ッ
フ
ェ
ー
」
ノ
主
人
大
二
気
ノ
毒
ガ
リ
テ
、
色
々
慰
問
的
ノ
コ
ト
ヲ
イ

フ
。
小
生
大
二
興
奮
シ
下
手
ノ
独
乙
語
ヲ
以
テ
、
日
本
ノ
真
使
命
ヲ
ト
ク
。

正
二
舌
端
火
ヲ
バ
ク
ノ
慨
ア
リ
、
少
々
溜
飲
ヲ
下
グ
。
（
九
月
六
日
）

石
原
は
ド
イ
ツ
語
が
下
手
だ
つ
た
と
云
は
れ
て
る
る
。
会
話
は
出
来
ず
、
読
み
書

き
も
、
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
評
価
は
、
お
そ
ら
く
は
、

里
見
岸
雄
の
回
想
記
（
「
伯
林
時
代
の
石
原
莞
爾
」
）
あ
た
り
に
由
来
し
て
み
る
で

あ
ら
う
。
こ
れ
が
種
本
と
な
っ
て
、
諸
書
に
引
用
さ
れ
た
の
だ
と
思
は
れ
る
。
ピ
ー

テ
ィ
（
り
繭
・
即
●
℃
①
魯
け
“
一
㊦
）
も
、
「
彼
は
陸
軍
士
官
学
校
で
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
が
、

す
ら
す
ら
と
読
書
や
会
話
が
で
き
な
か
っ
た
」
（
訳
書
、
四
一
頁
）
と
云
っ
て
み

る
。
ピ
ー
テ
ィ
の
『
〈
日
米
対
決
〉
と
石
原
莞
爾
』
は
類
書
の
中
で
は
、
客
観
的

で
割
合
に
よ
く
纏
っ
て
み
る
が
、
個
々
の
事
実
の
解
釈
は
平
凡
で
、
新
味
に
乏
し

い
。
石
原
の
ド
イ
ツ
語
に
対
す
る
判
断
も
、
r
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
読
ん
だ
資
料
を

盲
信
し
て
み
る
。
た
し
か
に
、
石
原
自
身
が
、
自
分
は
ド
イ
ツ
語
が
下
手
だ
と
手

紙
に
何
度
も
書
い
て
み
る
。
し
か
し
、
石
原
は
あ
れ
だ
け
多
量
の
ド
イ
ツ
書
を
所

有
し
、
そ
れ
も
た
ゴ
飾
っ
て
み
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
の
何
冊
か
は
明
ら

か
に
精
読
し
て
、
自
分
の
著
書
に
利
用
し
て
み
る
し
、
ベ
ル
リ
ン
時
代
の
手
紙
を

読
め
ば
、
会
話
も
か
な
り
自
由
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
正
二
舌
端
火
ヲ
バ

ク
」
と
は
、
ド
イ
ツ
語
が
機
関
銃
の
弾
の
や
う
に
飛
び
出
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。

　
地
震
の
被
害
は
、
外
国
に
は
最
初
、
過
大
に
伝
っ
た
。
四
日
朝
刊
に
は
、
「
地

震
の
被
害
者
二
十
万
人
以
上
」
、
同
日
夕
刊
に
は
、
「
東
京
は
今
尚
、
炎
上
中
」

（
ω
9
出
昌
霞
弓
9
σ
q
Φ
寓
魯
＃
§
傷
．
口
p
ロ
畠
。
『
N
Φ
詳
毒
σ
q
）
と
書
い
て
あ
る
。
石
原
は
、

何
と
一
時
は
、
死
者
三
百
万
と
思
っ
た
が
（
九
月
五
日
の
手
紙
、
死
者
数
は
ゼ
ロ

を
一
つ
多
く
読
み
違
へ
た
の
か
も
し
れ
な
い
）
、
そ
の
後
、
だ
ん
／
＼
、
情
報
が

入
る
に
従
っ
て
、
被
害
は
当
初
の
報
道
ほ
ど
で
な
い
こ
と
が
分
っ
て
来
た
。
（
実

は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
の
総
数
は
、
十
三
万
人
。
）
そ
れ
に
し
て
も
、
甚
大
な

被
害
に
は
違
ひ
な
い
。

此
度
ノ
大
地
震
果
シ
テ
何
ノ
兆
ゾ
ヤ
。
小
生
静
カ
ニ
考
ヘ
テ
ド
ウ
モ
、
一
人

目
ソ
カ
ニ
想
像
ヲ
逞
シ
ウ
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。
［
・
。
。
］

此
度
ノ
地
震
ハ
地
涌
ノ
大
菩
薩
、
再
ビ
世
二
出
現
シ
給
フ
ベ
キ
兆
ナ
リ
、
其
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御
出
現
ノ
地
引
東
京
。

換
言
ス
レ
バ
、
本
門
戒
壇
建
立
、
世
界
大
戦
争
（
真
ノ
意
味
二
葉
ル
）

ヨ
イ
星
斗
三
十
年
後
二
切
迫
シ
タ
ル
ヲ
示
ス
。

　
南
無
妙
法
蓮
華
経

　
天
皇
陛
下
万
万
歳

　
謹
デ
東
宮
殿
下
ノ
御
慶
事
ヲ
福
耳
シ
奉
ル

　
可
秘
可
秘
　
　
　
（
九
月
十
四
日
）

ハ
イ

　
こ
～
は
、
後
に
有
名
に
な
る
「
最
終
戦
争
」
の
発
想
の
萌
芽
で
あ
る
と
見
な
さ

れ
、
そ
の
た
め
に
諸
書
に
引
用
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
た
ゴ
し
、
「
最
終
戦
論
」

構
築
に
お
い
て
、
震
災
に
も
と
つ
く
仏
教
的
予
言
の
み
を
過
大
に
評
価
す
る
こ
と

は
、
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
石
原
を
教
祖
化
し
て
み
る
、
石
原
崇
拝
グ
ル
ー

プ
に
は
、
石
原
の
「
予
言
」
を
宣
伝
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
石
原
像
を
歪

め
ば
し
て
も
、
石
原
理
解
の
プ
ラ
ス
に
は
な
ら
な
い
。
「
最
終
戦
論
」
は
あ
く
ま

で
も
戦
史
を
研
究
し
、
そ
れ
に
現
状
の
経
済
、
科
学
技
術
を
も
考
へ
合
せ
た
結
果

の
理
論
的
な
労
作
な
の
で
あ
る
。
宗
教
的
予
言
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
ア
体
馬

『
世
界
最
終
戦
論
』
と
題
す
る
本
は
、
一
般
読
者
向
け
の
も
の
で
あ
っ
て
、
『
戦
争

史
大
観
』
こ
そ
、
石
原
の
理
論
的
著
作
の
代
表
で
あ
る
。
前
者
で
は
、
「
仏
教
の

予
言
」
と
い
ふ
章
が
あ
る
が
、
後
者
に
は
、
も
と
く
は
、
仏
教
へ
の
言
及
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
理
論
に
終
始
し
て
み
る
。
「
も
と
く
」
と
は
、
昭
和
十
六
年
一

月
か
ら
二
月
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
本
文
を
さ
し
て
み
る
。
し
か
し
、
出
版
の
時

に
は
、
「
戦
争
史
大
観
の
序
説
」
な
る
文
章
が
附
載
さ
れ
、
そ
こ
に
は
、
日
蓮
の

言
葉
、
「
前
代
未
聞
の
大
平
課
　
閻
浮
提
に
起
る
べ
し
」
が
出
て
来
る
が
、
そ
れ

は
論
旨
を
形
作
る
も
の
で
は
な
く
、
著
者
の
信
条
告
白
に
過
ぎ
な
い
。
「
戦
争
史

大
観
の
説
明
」
と
題
さ
れ
た
本
文
は
、
石
原
自
身
が
「
研
究
」
と
云
っ
て
を
り
、

あ
く
ま
で
も
理
論
的
で
あ
る
。
（
軍
事
学
の
、
よ
り
専
門
的
研
究
と
し
て
は
、
御

進
講
の
案
が
あ
る
。
）
旧
蔵
書
を
見
て
も
、
戦
史
・
戦
略
関
係
の
本
が
、
そ
の
中

心
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
動
か
な
い
事
実
で
あ
る
。
た
ゴ
し
、
以
上
の
見
解
は
、
石

原
の
宗
教
的
側
面
を
、
よ
り
軽
く
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
宗
教
人
と
し

て
の
石
原
は
、
ま
た
別
に
大
い
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
手
紙
（
九
月
十
四
日
）
で
は
、
ま
だ
自
分
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
も
奇
抜
な
考
へ

と
思
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
、
他
言
し
な
い
や
う
に
（
可
秘
可
秘
）
と
云
ひ
、
た
ゴ

「
夫
婦
ハ
一
体
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
錦
子
君
ニ
ハ
内
シ
ョ
デ
イ
フ
ナ
リ
」
（
同
日
）
と
書

い
て
み
る
。
夫
婦
が
一
体
と
い
ふ
の
は
、
石
原
の
信
仰
の
上
か
ら
の
信
念
で
あ
り
、

妻
へ
の
お
世
辞
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
毎
日
の
や
う
に
妻
へ
手
紙
を
書
き
、

そ
の
日
の
出
来
事
を
細
々
と
知
ら
せ
る
の
は
、
遠
く
は
な
れ
て
み
て
も
、
二
人
は

日
常
を
共
有
し
よ
う
と
し
て
み
る
、
あ
る
い
は
、
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

四
　
慰
め
る
人

　
外
国
生
活
に
は
、
そ
れ
な
り
の
苦
労
が
附
き
纏
ふ
。
外
国
へ
行
き
、
日
本
人
同

士
で
将
棋
ば
か
り
し
て
帰
っ
た
人
も
み
る
ら
し
い
が
、
「
留
学
」
を
真
面
目
に
取

れ
ば
取
る
ほ
ど
、
悩
む
場
合
も
多
い
。
夏
目
漱
石
は
律
義
な
性
格
か
ら
、
留
学
を

あ
ま
り
に
も
真
剣
に
考
へ
、
神
経
衰
弱
に
陥
り
、
一
時
置
発
狂
と
い
ふ
噂
さ
へ
流

れ
た
。
石
原
の
仲
間
に
も
、
ド
イ
ツ
で
悩
ん
で
み
る
者
が
み
た
。

一
友
人
少
々
頭
ヲ
痛
メ
不
眠
症
ノ
気
味
ア
リ
。
夜
ウ
ナ
サ
ル
ル
由
ナ
ル
ヲ
以

テ
終
日
慰
め
メ
テ
ヤ
ル
。
大
二
沈
静
セ
ル
が
如
シ
。
（
九
月
十
九
日
）
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強
い
人
間
だ
け
が
、
他
人
を
慰
め
得
る
。
ド
イ
ツ
か
ら
の
手
紙
で
、
石
原
は
一
言

の
愚
痴
も
漏
ら
し
て
み
な
い
。
鶏
外
は
満
州
に
出
征
し
た
折
り
、
苛
酷
な
条
件
の

中
で
生
活
し
た
。
台
所
で
調
理
し
た
ス
ー
プ
は
、
運
ん
で
来
る
う
ち
に
煮
凝
り
に

な
る
。
部
屋
の
中
は
、
そ
れ
ほ
ど
寒
い
。
夜
は
南
京
虫
を
避
け
る
た
め
に
、
箪
笥

を
引
ッ
繰
り
返
し
て
、
そ
の
上
に
寝
る
。
一
日
中
、
寝
返
り
は
出
来
な
い
。
お
ま

け
に
、
赤
痢
に
ま
で
罹
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
鴎
外
は
、
明
る
い
こ
と
ば
か
り
を
書

い
て
、
小
さ
い
子
供
を
抱
へ
て
留
守
を
守
っ
て
み
る
妻
を
慰
め
て
み
る
。
鴎
外
の

精
神
的
強
靭
さ
に
は
、
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
が
、
石
原
も
ま
た
、
そ
ん
な
に
負
け

て
は
み
な
い
。
石
原
の
こ
の
強
さ
は
、
ど
こ
か
ら
来
て
み
る
か
。
十
月
二
十
九
日

に
は
「
真
二
自
己
ノ
責
務
ヲ
痛
感
シ
、
．
一
身
ヲ
捧
ゲ
テ
努
力
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ
如
何

二
淋
シ
キ
時
ト
錐
必
ズ
や
無
限
ノ
慰
安
ア
ル
訳
也
」
と
書
い
て
み
る
。

　
こ
の
頃
の
ド
イ
ツ
は
、
敗
戦
後
の
社
会
不
安
と
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ
に
苦
し
ん
で

み
た
。
石
原
は
そ
こ
に
、
戦
争
に
負
け
る
こ
と
の
悲
惨
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

当
時
、
ド
イ
ツ
に
は
大
勢
の
日
本
人
が
留
学
し
て
み
た
が
、
石
原
は
誰
よ
り
も
強

く
敗
戦
の
惨
め
さ
を
実
感
し
た
や
う
に
思
は
れ
る
。

世
界
大
戦
ハ
其
責
独
乙
訓
ア
リ
ト
カ
、
否
英
国
ニ
ア
リ
ト
カ
、
徒
二
議
論
ス

ル
モ
愚
也
。
凡
テ
ニ
責
ア
リ
。
日
本
ニ
モ
責
ハ
ア
ル
也
。
人
類
共
通
ノ
責
ナ

リ
。

昭
和
二
十
年
十
月
、
敗
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
、
石
原
は
、
我
国
が
負
け
た
の
は
、

「
い
わ
ゆ
る
指
導
者
だ
け
の
責
任
で
は
な
い
。
国
民
は
常
に
自
己
に
相
応
し
き
指

導
者
を
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
国
の
興
亡
は
匹
夫
も
責
あ
り
」
（
『
新
日
本
の

建
設
」
、
選
集
7
⊥
九
八
、
九
頁
）
と
云
っ
て
み
る
が
、
二
十
年
を
隔
て
、
主

張
は
同
じ
で
あ
る
。

　
わ
れ
く
は
、
ド
イ
ツ
人
、
あ
る
い
は
西
洋
人
を
非
難
す
る
ば
か
り
で
は
い
け

な
い
、
と
石
原
は
考
へ
て
る
た
。

我
等
ハ
毛
唐
ノ
動
物
的
ナ
ル
、
原
始
的
道
義
心
ヲ
イ
ヤ
シ
ム
。
然
シ
徒
二
之

ヲ
憎
ム
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
［
…
］
徒
二
塁
ミ
テ
悪
ロ
ス
ル
丈
ケ
ニ
テ
ハ
、

彼
等
ヲ
導
ク
ノ
資
格
ナ
シ
。
（
九
月
二
十
日
）
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一
体
当
地
二
居
ル
日
本
人
直
直
チ
ニ
独
乙
人
ノ
悪
霊
ヲ
イ
ヒ
タ
ガ
ル
也
。
勿

論
今
日
独
乙
人
ハ
、
乞
食
ト
泥
棒
ノ
集
マ
リ
也
、
食
ヘ
ナ
イ
為
メ
ニ
。
然
シ

此
ノ
如
ク
ナ
レ
ル
原
因
ヲ
考
ヘ
ル
時
ハ
、
一
掬
ノ
涙
ア
ツ
テ
然
ル
ベ
キ
ナ
リ
。

若
シ
日
本
ヲ
シ
テ
此
ノ
如
キ
境
遇
山
隠
カ
シ
メ
バ
、
日
本
民
族
、
一
升
三
十

五
銭
ニ
テ
米
暴
動
ヲ
敢
行
セ
ル
日
本
民
族
ハ
、
果
シ
テ
独
乙
人
丈
ケ
ノ
沈
静

ト
自
重
モ
ナ
シ
得
ル
ナ
ラ
ン
カ
？
　
大
ナ
ル
疑
問
ナ
リ
。
（
九
月
二
十
日
）

さ
ら
に
、
こ
の
手
紙
は
つ
ゴ
く
。

石
原
は
西
洋
人
を
罵
署
雑
言
し
て
み
る
や
う
な
所
も
あ
る
が
、
単
純
な
排
外
主
義

者
、
あ
る
い
は
国
粋
主
義
者
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
西
欧
文
明
の
伝
統
を
熟
知
し
、

そ
の
高
さ
を
認
識
し
て
み
た
日
本
人
の
一
人
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
後
年
に
な
る

が
、
「
西
洋
人
も
道
義
を
軽
視
し
な
い
」
（
『
戦
争
史
大
観
』
、
選
集
3
1
二
六
六
頁
）

と
も
云
っ
て
み
る
し
、
日
本
人
の
道
義
心
の
低
下
を
な
げ
い
て
み
る
所
も
あ
る

（『

岺
?
j
大
観
、
選
集
3
1
二
六
一
、
二
頁
）
。

　
九
月
二
十
一
日
、
「
天
候
急
二
変
ジ
中
々
寒
ク
ナ
レ
リ
」
と
あ
る
が
、
通
常
、

ド
イ
ツ
で
は
、
こ
の
頃
か
ら
暖
房
が
入
る
。
し
か
し
、
敗
戦
の
傷
痕
は
い
ま
だ
癒

え
ず
、
一
般
に
物
が
払
底
し
て
み
た
か
ら
、
暖
房
は
ま
だ
く
先
に
な
る
。



イ
ヨ
イ
ヨ
今
日
ヨ
リ
伯
林
市
内
ハ
暖
房
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
シ
ナ
ル
モ
、
小
生
ノ

家
ハ
貧
乏
ノ
為
実
行
セ
ズ
。
止
ム
ナ
ク
イ
ン
バ
ネ
ス
ヲ
被
り
テ
読
書
ス
。
、

（
十
月
十
五
日
）

今
日
ヨ
リ
暖
房
ノ
タ
メ
ノ
蒸
気
来
ル
。
然
シ
ホ
ン
ノ
御
シ
ル
シ
丈
ケ
ニ
テ
室

全
部
暖
ク
ナ
ル
ニ
至
ラ
ズ
。
マ
ル
ク
暴
落
、
失
業
益
々
多
ク
、
流
石
ノ
独
乙

人
モ
イ
ヨ
イ
ヨ
閉
ロ
ノ
体
也
。
（
十
一
月
四
日
）

メ
シ
モ
ノ
ナ
リ
ト
ノ
事
ヲ
耳
ニ
ス
」
と
書
き
、
そ
の
後
に
大
杉
評
価
の
言
葉
を
記

し
て
み
る
。

　
　
大
杉
定
日
目
下
日
本
暖
気
ケ
ル
偉
大
ナ
ル
人
物
ノ
一
人
ト
思
フ
小
生
ハ
、
彼

　
　
ヲ
殺
ス
コ
ト
ニ
同
意
シ
難
キ
モ
、
然
シ
ロ
ニ
憤
慨
シ
ナ
ガ
ラ
実
行
ノ
意
気
ナ

　
　
キ
者
共
ノ
集
合
シ
ア
ル
今
日
、
甘
糟
ノ
行
為
ハ
讃
嘆
二
価
ス
。
元
来
人
殺
シ

　
　
バ
食
フ
盛
塩
ル
人
間
ノ
ナ
ス
コ
ト
也
。
主
義
ノ
為
、
衣
食
足
ル
人
間
ガ
ナ
ス

　
　
場
合
ハ
誠
二
少
シ
。
［
…
］
我
日
蓮
門
下
二
大
杉
一
派
丈
ケ
ノ
信
ア
ル

　
　
モ
ノ
幾
人
ア
リ
ヤ
、
甘
糟
氏
位
ノ
信
ア
ル
人
幾
人
ア
リ
ヤ
。
（
十
月
三
日
）

ド
イ
ツ
は
寒
い
。
特
に
、
ベ
ル
リ
ン
は
寒
い
の
で
有
名
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、

不
十
分
な
暖
房
。
こ
の
年
は
、
幸
ひ
、
暖
か
な
冬
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
に
し

て
も
寒
か
っ
た
と
思
ふ
の
に
、

当
地
中
々
寒
ク
ナ
レ
リ
。
雪
ハ
街
道
上
二
心
シ
ク
積
り
ア
リ
。
日
中
ト
錐
モ

少
シ
モ
解
ケ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
室
内
モ
石
炭
欠
乏
ノ
為
メ
、
十
分
暖
カ
ナ
ラ
ズ
。

但
小
生
周
到
着
後
大
奮
発
ニ
テ
毛
皮
ノ
外
套
ヲ
求
メ
シ
為
、
少
シ
モ
寒
シ
ト

感
ジ
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
御
安
心
ア
レ
。
身
体
ノ
具
合
モ
頗
ル
馬
脳
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
月
二
十
六
日
）

と
、
至
っ
て
元
気
で
あ
る
。
毛
皮
の
外
套
は
、
出
来
合
ひ
で
は
な
く
、
注
文
の
品

で
、
か
な
り
の
高
級
品
で
あ
っ
た
（
十
月
九
日
）
。

　
甘
糟
正
彦
が
、
地
震
の
混
乱
の
中
で
何
か
や
ら
か
し
た
ら
し
い
と
、
石
原
が
知

っ
た
の
は
、
九
月
二
十
三
日
で
あ
っ
た
。
「
甘
糟
ハ
中
々
ノ
人
物
、
兎
画
角
思
ヒ

切
ツ
テ
仕
事
ヲ
ヤ
ル
人
間
」
（
九
七
二
十
三
日
）
と
、
先
づ
甘
糟
の
人
物
を
評
し
、

数
日
後
、
事
件
の
内
容
を
知
っ
て
、
「
甘
糟
大
尉
ハ
大
杉
栄
等
ヲ
、
福
二
至
ラ
シ

云
ふ
ま
で
も
な
く
、
大
杉
栄
（
明
治
十
八
年
－
大
正
十
二
年
）
は
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
。

前
年
の
大
正
十
一
年
、
万
国
無
政
府
主
義
者
大
会
に
出
席
の
た
め
渡
仏
、
ア
ジ
演

説
を
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
国
外
追
放
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
甘
糟
正
彦

（
明
治
二
十
四
年
－
昭
和
二
十
年
）
は
憲
兵
大
尉
で
あ
る
。
甘
糟
は
信
念
の
男
、

大
杉
は
偉
大
な
人
物
と
い
ふ
の
が
、
石
原
の
寸
評
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、

こ
の
右
と
左
の
二
人
を
、
ど
ち
ら
も
許
容
す
る
あ
た
り
、
石
原
の
度
量
を
示
し
て

み
る
。
も
っ
と
も
、
後
に
甘
糟
は
満
州
で
東
条
英
機
の
手
先
と
な
り
、
石
原
主
導

の
東
亜
聯
盟
の
会
員
を
締
め
出
す
の
だ
が
。

　
石
原
が
骨
折
っ
て
み
た
、
里
見
岸
雄
の
著
書
の
独
訳
が
出
来
た
の
を
祝
っ
て
、

小
旅
行
の
計
画
が
持
ち
上
っ
た
。
行
き
先
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
市
街
を
流
れ
る
シ
ュ

プ
レ
ー
川
の
上
流
（
東
南
方
向
）
、
水
郷
地
帯
の
シ
ュ
プ
レ
ー
ワ
ル
ト
（
◎
。
箕
⑦
甲

≦
巴
鉢
）
、
十
月
五
日
早
朝
に
出
発
し
た
が
、
地
下
鉄
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
ぶ
つ
か
り
、

お
ま
け
に
雨
ま
で
降
っ
て
来
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
寒
く
な
る
の
で
、
旅
行
を

延
期
す
る
わ
け
に
も
行
か
ず
、
決
行
と
な
っ
た
。
や
っ
と
タ
ク
シ
ー
を
捕
へ
て
、

駅
に
辿
り
つ
い
た
が
、
法
外
の
タ
ク
シ
ー
代
に
驚
か
さ
れ
た
も
の
、
、
二
時
間
汽

車
を
走
ら
せ
て
目
的
地
に
着
い
た
頃
に
は
、
雨
は
あ
が
り
、
陽
ま
で
差
し
て
み
た
。
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こ
、
は
運
河
が
縦
横
に
巡
ら
さ
れ
て
み
る
。
「
軽
快
ナ
ル
小
型
ノ
舟
二
椅
子
ヲ
ナ

ラ
ベ
、
数
名
ノ
男
女
、
例
ノ
マ
ン
ド
リ
ン
出
合
セ
テ
歌
ヒ
ナ
ガ
ラ
樟
サ
ス
風
情
ハ

余
リ
ア
シ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
」
（
十
月
六
日
）
と
書
い
て
み
る
。
「
風
情
は
、
す
こ

ぶ
る
よ
し
」
と
は
云
は
ず
、
「
余
り
ア
シ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
持
っ
て
廻
っ
た

表
現
を
し
て
み
る
の
は
、
少
し
負
け
惜
し
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
翌
日
も
舟
を
浮
べ

て
遊
び
廻
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
朝
か
ら
雨
。
早
々
に
午
前
十
一
時
の
汽
車
で
ベ

ル
リ
ン
に
一
戻
っ
た
。

五
　
戦
史
の
研
究

　
石
原
の
ド
イ
ツ
留
学
の
目
的
は
、
戦
史
・
戦
略
の
研
究
で
あ
る
。
石
原
は
こ
れ

ま
で
も
、
方
々
の
戦
地
跡
を
見
学
し
、
参
考
文
献
の
渉
猟
に
努
め
て
来
た
が
、
こ
、

で
云
は
穿
「
家
庭
教
師
」
に
つ
い
て
、
個
人
授
業
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同

僚
北
野
大
尉
の
下
宿
の
女
主
人
が
、
な
か
く
の
交
際
家
で
、
何
人
か
の
将
校
を

知
っ
て
を
り
、
そ
の
一
人
、
オ
ッ
ト
ー
中
佐
（
参
謀
）
を
紹
介
し
て
貰
っ
た
。
受

講
生
は
、
石
原
と
北
野
大
尉
で
、
週
二
回
つ
つ
話
を
聞
く
と
い
ふ
契
約
で
る
。

午
後
六
時
ヨ
リ
一
時
二
半
、
初
メ
テ
独
乙
参
謀
中
佐
ノ
講
話
ヲ
聞
ク
、
大
シ

テ
頭
ノ
ヨ
サ
サ
ウ
ナ
人
間
ニ
ア
ラ
ズ
。
時
々
此
方
カ
ラ
ヤ
リ
込
メ
テ
ヤ
ツ
タ

リ
シ
テ
、
面
白
ク
時
間
ヲ
過
ス
。
豆
田
角
日
本
デ
イ
ヘ
バ
、
参
謀
本
部
ノ
戦

史
課
ト
イ
フ
ベ
キ
所
二
目
下
勤
務
シ
テ
居
ル
人
間
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
戦
史
ノ
材

料
等
ヲ
相
当
二
知
ツ
テ
居
ル
ラ
シ
ク
、
少
シ
バ
役
二
立
ツ
コ
ト
ナ
ラ
ン
カ
。

（
十
月
八
日
）

こ
の
「
授
業
」
は
、
第
一
回
目
が
十
月
八
日
の
月
曜
日
、
第
二
回
目
は
十
二
日

金
曜
日
と
、
以
下
、
約
束
通
り
、
月
、
金
の
週
二
回
規
則
的
に
行
は
れ
た
。
「
授

業
」
の
様
子
は
、
第
一
回
目
に
つ
い
て
の
手
紙
か
ら
も
分
か
る
や
う
に
、
石
原
が

質
問
で
先
生
を
や
り
込
め
、
楽
し
ん
だ
授
業
だ
つ
た
や
う
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

石
原
は
ド
イ
ツ
語
会
話
が
、
か
な
り
堪
能
だ
つ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

今
夜
ハ
例
ノ
画
工
参
謀
中
佐
ノ
話
ア
リ
。
散
々
問
ヒ
詰
メ
テ
苦
シ
メ
テ
ヤ
レ

リ
。
先
生
頭
ノ
悪
イ
コ
ト
甚
シ
ク
閉
ロ
ノ
体
也
。
然
シ
相
当
参
考
ト
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
テ
甚
ダ
便
利
也
。
（
十
月
十
九
日
）

こ
れ
は
第
四
回
目
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。
何
の
か
の
と
云
ひ
な
が
ら
も
、
参

考
に
は
な
っ
た
の
で
あ
る
。

例
ノ
参
謀
中
佐
ノ
日
也
。
先
生
ノ
不
勉
強
ト
頭
ノ
悪
サ
ニ
ハ
少
々
愛
想
ヲ
ツ

カ
シ
タ
リ
。
今
日
ハ
散
々
問
詰
メ
テ
ヤ
ル
。
先
生
油
汗
ヲ
流
シ
テ
奮
戦
セ
ル

ハ
、
気
ノ
毒
ナ
リ
キ
。
（
十
月
二
十
六
日
）

例
ニ
ヨ
リ
参
謀
中
佐
ノ
講
義
ヲ
聞
ク
。
益
々
彼
ノ
低
腺
だ
タ
ル
ヲ
知
ル
。
然

シ
今
日
ハ
彼
モ
大
分
下
準
備
ヲ
ナ
シ
来
レ
リ
。
（
十
月
二
十
九
日
）

講
義
は
こ
の
や
う
な
調
子
で
進
ん
だ
の
だ
が
、

て
る
る
。

そ
れ
ら
を
次
の
や
う
に
総
括
し

友
人
ノ
宿
ノ
主
人
ノ
紹
介
ニ
ヨ
リ
始
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
此
男
、
其
主
人

二
向
ヒ
「
ド
ウ
モ
日
本
人
ノ
質
問
ハ
中
々
手
厳
シ
ク
、
驚
ク
ベ
キ
観
察
力
ア

リ
テ
我
等
ノ
及
ブ
所
ニ
ア
ラ
ズ
」
ト
シ
キ
リ
ニ
繰
リ
返
セ
リ
ト
カ
、
必
ズ
シ
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モ
御
世
辞
ニ
ア
ラ
ズ
。
我
等
ハ
確
カ
ニ
彼
二
三
シ
、
数
倍
ヨ
キ
頭
ヲ
所
持
シ

居
ル
也
。
（
十
月
二
十
九
日
）

石
原
が
こ
の
ド
イ
ツ
人
参
謀
を
ど
ん
な
風
に
苦
し
め
た
か
は
、
そ
の
大
要
が
分
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
作
戦
に
つ
い
て
、
石
原
は
次
の
や
う
な
質

問
を
し
た
。

価
の
裏
付
け
に
も
な
っ
て
み
る
。

　
オ
ッ
ト
ー
中
佐
の
講
義
は
、
契
約
に
従
ふ
な
ら
ば
、
十
一
月
三
日
、
六
日
、
十

日
と
つ
穿
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
も
う
そ
の
記
述
は
な
い
。
お
そ
ら
文

十
月
二
十
九
日
の
第
七
回
目
で
終
っ
た
も
の
と
見
え
る
。

六
　
映
画
・
サ
」
カ
ス
・
演
劇
・

戦
史
課
の
オ
ッ
ト
ー
中
佐
の
講
義
を
聴
く
事
に
し
た
。
［
．
．
．
］
あ
る
日

シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ン
は
和
蘭
の
中
立
を
犯
す
決
心
で
あ
っ
た
ろ
う
と
問
う
た
と

こ
ろ
、
何
故
か
と
謂
う
か
ら
色
々
理
由
を
述
べ
、
特
に
戦
史
課
長
フ
ユ
ル
ス

タ
ー
中
佐
の
著
書
等
に
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ン
が
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
、
ナ
ム
ー
ル
の

順
路
を
頻
り
に
苦
慮
す
る
が
、
そ
れ
よ
り
前
に
リ
エ
ー
ジ
ュ
、
ナ
ム
ー
ル
の

大
陰
路
が
あ
る
で
は
な
い
か
、
そ
れ
を
問
題
に
し
な
い
の
は
和
蘭
の
中
立
侵

犯
の
証
拠
で
あ
る
と
詰
り
、
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
課
長
に
聞
い
て
来
る
よ
う
に
要

求
し
た
。
と
こ
ろ
で
次
回
に
オ
ッ
ト
ー
中
佐
は
契
約
書
に
サ
イ
ン
を
求
め
る

か
ら
読
ん
で
見
る
と
「
貴
官
と
戦
史
を
研
究
す
る
が
ド
イ
ツ
の
秘
密
を
あ
ば

く
事
等
を
し
な
い
」
と
云
う
よ
う
な
事
が
書
い
て
あ
っ
た
。
オ
ッ
ト
ー
中
佐

は
そ
の
知
人
に
「
日
本
人
は
手
強
い
」
と
こ
ぼ
し
て
居
た
そ
う
で
あ
る
。

（『

岺
?
j
大
観
』
、
選
集
3
一
二
一
四
頁
）

　
先
に
、
．
石
原
は
、
「
頭
ヲ
痛
メ
不
眠
」
の
友
人
を
大
い
に
慰
め
て
や
っ
た
が

（
九
月
十
九
旧
）
、
北
野
大
尉
も
ま
た
「
思
郷
病
」
に
捕
は
れ
て
る
た
。
「
今
日
モ

月
二
対
シ
散
策
中
、
切
り
ニ
家
郷
ノ
物
語
」
を
し
た
（
十
月
二
十
九
日
）
。
「
月
二

対
シ
散
策
」
と
は
、
」
二
人
と
も
な
か
く
の
風
流
。
こ
の
場
合
も
、
石
原
が
北
野

大
尉
を
勉
強
に
誘
ひ
、
計
画
的
に
精
進
℃
た
、
め
、
大
尉
億
「
愉
快
ナ
旧
ヲ
送
り

得
ル
」
や
う
に
な
っ
た
。

　
石
原
は
、
要
所
面
々
で
、
夫
人
へ
の
心
遣
ひ
も
決
し
て
忘
れ
な
い
。

寒
サ
中
々
甚
シ
ク
、
少
々
風
邪
気
味
也
つ
今
日
初
診
テ
例
ノ
錦
子
君
の
心
尽

シ
ノ
セ
ル
ノ
重
ネ
タ
着
物
ヲ
着
ル
。
大
二
温
シ
。
白
イ
糸
ヲ
ト
ル
丈
ケ
デ
モ

中
々
ノ
手
数
ナ
リ
キ
。
縫
フ
時
ノ
心
尽
シ
今
更
思
ヒ
ヤ
ラ
ル
。
針
が
通
う
ナ

イ
為
指
ラ
イ
タ
メ
タ
事
等
思
ヒ
出
ス
。
（
十
月
十
一
日
）
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石
原
の
質
問
の
結
果
、
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
中
佐
は
、
そ
の
著
『
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ン
と

世
界
戦
争
』
の
改
訂
版
を
出
し
、
弁
明
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
石
原
は
、

「
俊
敏
稲
妻
の
や
う
な
人
」
（
荒
木
貞
夫
、
大
将
、
陸
軍
大
臣
）
と
か
、
「
天
才
居

士
」
（
板
垣
征
四
郎
、
大
将
、
満
州
事
変
時
の
上
官
）
と
か
云
は
れ
た
が
、
ド
イ

ツ
の
参
謀
中
佐
を
質
問
攻
め
に
し
て
ほ
と
く
困
ら
し
た
と
は
、
そ
の
や
う
な
評

何
と
い
ふ
情
の
細
や
か
さ
。
震
災
に
つ
い
て
、
在
独
の
同
僚
の
も
と
に
は
、
家
族

か
ら
す
ぐ
に
連
絡
が
入
っ
た
の
に
、
石
原
夫
人
だ
け
は
、
い
つ
ま
で
も
ウ
ン
と
も

ス
ン
と
も
云
っ
て
来
な
い
の
だ
が
。
し
か
し
《
石
原
は
妻
に
だ
け
優
し
い
の
で
は

な
い
。
兵
に
対
し
て
も
、
極
め
て
優
し
か
っ
た
。
将
校
に
は
大
へ
ん
厳
し
く
、
聯

隊
長
時
代
、
そ
の
副
官
（
佐
官
）
を
毎
日
の
や
う
に
衆
人
の
面
前
で
も
お
構
ひ
な



し
で
絞
り
上
げ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
兵
卒
に
は
、
「
兵
隊
さ
ん
」
と
呼
び
か
け
、

決
し
て
怒
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
こ
、
に
聯
隊
長
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
挿
入
す
る
。
石
原
は
馬
に
乗
っ
て

勤
務
し
た
。
聯
隊
長
の
馬
が
聯
隊
本
部
の
正
門
に
着
く
と
、
忠
霊
手
が
合
図
の
劇

夙
を
吹
く
。
石
原
は
、
「
今
日
の
嘲
夙
は
、
大
へ
ん
よ
か
っ
た
。
褒
賞
休
暇
一
日

を
付
与
す
る
」
と
云
ひ
、
そ
れ
は
軍
隊
手
牒
に
記
入
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
兵
は

聯
隊
長
か
ら
褒
賞
休
暇
を
与
へ
ら
れ
て
も
、
そ
れ
が
実
行
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
つ

ま
り
、
実
際
に
こ
の
兵
に
休
暇
が
与
へ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
直
属
上
官
で
あ
る

中
隊
長
の
権
限
で
あ
り
、
現
実
に
は
、
ほ
と
ん
ど
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
石
原
は
、

些
細
な
こ
と
で
兵
に
褒
賞
休
暇
を
連
発
し
過
ぎ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ベ
ル
リ
ン
に
着
い
て
半
年
が
た
ち
、
ド
イ
ツ
生
活
に
も
慣
れ
て
来
た
か
ら
か
、

十
月
に
入
る
と
、
映
画
を
見
た
り
、
サ
ー
カ
ス
や
芝
居
見
物
に
出
掛
け
て
み
る
。

映
画
は
前
に
も
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
や
ア
メ
リ
カ
の
排
日
も
の
を
見
た
が
、
サ
ー

カ
ス
と
芝
居
は
初
め
て
で
あ
る
。
（
も
っ
と
も
、
オ
ペ
ラ
は
パ
リ
で
経
験
ず
み
。
）

こ
の
時
の
映
画
は
、
「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
』
で
、
上
出
来
だ
つ
た
と
あ
る
（
十
月

十
四
日
）
。
公
園
を
散
歩
中
、
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
す
ぐ
に
映
画
館
に
飛
び
込
ん

だ
と
云
ふ
か
ら
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
こ
の
作
品
に
は
、
前
か
ら
興
味
を
も
つ
て

み
た
の
で
あ
ら
う
。
サ
ー
カ
ス
は
、
し
っ
か
り
し
た
、
大
き
な
天
幕
の
下
で
行
は

れ
た
の
だ
が
、
途
中
で
雨
漏
り
し
て
き
て
、
傘
を
さ
し
な
が
ら
の
見
物
と
な
り
、

こ
れ
も
「
愛
嬌
」
と
書
い
て
み
る
（
十
月
二
十
一
日
）
。
入
場
料
は
二
十
億
マ
ル

ク
（
約
三
十
銭
）
で
あ
っ
た
。
鴫
外
も
ド
イ
ツ
で
三
度
サ
ー
カ
ス
を
見
て
み
る
が
、

こ
ち
ら
は
雨
漏
り
な
ど
せ
ず
、
道
化
が
出
て
来
て
、
「
戯
誰
百
出
、
人
の
笑
を
博

す
」
と
あ
る
が
、
入
場
料
は
一
切
書
い
て
み
な
い
。
概
し
て
、
『
独
逸
日
記
』
に

金
銭
の
記
述
は
少
な
い
の
に
対
し
て
、
石
原
の
手
紙
に
そ
れ
が
多
い
の
は
、
歴
史

的
な
イ
ン
フ
レ
の
反
映
で
あ
ら
う
。

　
そ
れ
か
ら
数
日
後
、
石
原
は
ベ
ル
リ
ン
に
来
て
、
は
進
め
て
芝
居
見
物
に
出
掛

け
て
み
る
。
出
し
物
は
、
『
赤
裸
々
ノ
世
界
』
で
、
「
歌
劇
ト
、
芝
居
ノ
中
間
ノ
如

キ
モ
ノ
」
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
資
料
で
調
べ
て
見
る
と
、
『
赤
裸
々
ノ
世
界
』
と

は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ラ
イ
ン
（
貯
§
①
ω
田
Φ
ε
の
作
・
演
出
に
よ
る
レ
ヴ
ュ
ー

（
〉
房
の
冨
暮
ま
σ
q
。
。
冨
謡
①
）
で
、
原
題
は
噂
”
U
δ
≦
Φ
ぎ
。
ぎ
。
の
。
巨
①
δ
吋
．
．
と
云
ひ
、

ベ
ル
リ
ン
の
「
コ
ー
ミ
ッ
シ
ェ
・
オ
；
パ
ー
」
劇
場
で
、
一
九
二
三
至
△
止
十
二
）

年
十
月
九
日
か
ら
翌
二
四
年
三
月
三
十
日
ま
で
上
演
さ
れ
た
。
「
コ
ー
ミ
ッ
シ
ェ
・

オ
ー
バ
：
」
と
云
っ
て
も
、
ウ
ン
タ
ー
。
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
通
り
に
あ
る
、
現
在

の
劇
場
で
は
な
く
、
先
代
の
「
コ
ー
ミ
ッ
シ
ェ
・
オ
ー
バ
ー
」
で
、
場
所
も
、
線

路
（
ω
6
0
d
巴
5
）
を
越
え
て
、
も
っ
と
北
、
シ
ュ
プ
レ
ー
川
沿
ひ
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
レ
ヴ
ュ
ー
、
わ
り
に
気
に
入
っ
た
ら
し
く
、
詳
し
く
感
想
を
報
告
し
て
み

る
。

　
種
の
風
刺
劇
ト
申
ス
ベ
ク
、
華
麗
軽
快
ノ
中
二
、
現
時
ノ
世
界
相
ヲ
演
出

シ
、
独
乙
民
族
ノ
使
命
ヲ
オ
リ
（
織
）
出
シ
タ
ル
モ
ノ
ラ
シ
。
芝
居
小
屋
ハ

余
リ
大
キ
ナ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
、
四
五
百
人
位
が
定
員
カ
ト
見
ユ
。
毛
唐
式
ニ

テ
、
濃
厚
ノ
色
彩
、
少
々
気
持
悪
シ
キ
モ
、
中
々
面
白
キ
建
物
、
且
ツ
舞
台

装
置
二
就
キ
テ
中
々
参
考
ト
ス
ベ
キ
所
ア
ル
ト
見
エ
ラ
ル
。

最
上
等
ノ
入
場
料
ヲ
気
張
ル
。
但
シ
帝
劇
等
ト
同
ジ
ク
特
等
漏
壷
テ
見
物
ニ

ハ
却
テ
不
都
合
ナ
リ
シ
。
入
場
料
驚
勿
五
百
億
馬
克
（
日
本
円
ノ
ニ
毛
足
ラ

ズ
）
。

七
時
半
ヨ
リ
十
一
時
半
迄
十
八
幕
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。
中
間
二
二
十
五
分
ノ
一
回

休
息
ア
リ
シ
モ
ノ
、
他
ハ
幕
間
ト
イ
フ
モ
ノ
一
分
以
上
三
旦
ル
モ
ノ
ナ
ク
、

中
々
気
持
チ
ョ
ク
進
捗
ス
。
（
十
月
二
十
五
日
）
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ま
つ
気
づ
く
の
は
、
入
場
料
の
安
さ
で
あ
る
。
当
時
の
帝
劇
の
特
等
席
は
十
五

円
（
週
刊
朝
日
編
「
値
段
の
風
俗
史
』
、
朝
日
文
庫
）
。
現
在
で
も
、
ド
イ
ツ
の
入

場
料
は
、
日
本
と
比
べ
て
、
は
る
か
に
安
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
約
八
倍
と
な

る
。
こ
の
差
は
、
日
独
に
お
い
て
、
演
劇
が
も
つ
日
常
生
活
で
の
比
重
に
も
と
つ

く
で
あ
ら
う
。
次
に
、
石
原
は
東
京
で
も
帝
劇
に
行
っ
て
を
り
、
（
し
か
も
、
夫

人
同
伴
だ
つ
た
や
う
に
も
読
め
な
い
で
な
い
）
、
パ
リ
や
ベ
ル
リ
ン
で
も
、
寄
席
、

オ
ペ
ラ
、
映
画
、
サ
ー
カ
ス
、
レ
ヴ
ュ
ー
な
ど
に
出
掛
け
て
み
る
。
芸
術
家
や
学

者
な
ら
、
ま
た
別
で
あ
る
が
、
軍
人
な
の
に
中
々
の
芝
居
好
き
と
云
へ
る
。
石
原

は
繰
り
返
し
、
自
分
は
芸
術
に
疎
い
、
と
云
っ
て
み
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
額

面
通
り
に
鵜
呑
み
に
出
来
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
般
に
は
、
石
原
は
芸
術
．
文

学
に
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
と
な
っ
て
み
る
が
（
例
へ
ば
、
山
口
昌
男
『
「
挫
折
」

の
昭
和
史
」
、
二
〇
一
頁
）
、
さ
う
単
純
に
断
定
出
来
ず
、
む
し
ろ
、
当
時
の
軍
人

に
し
て
は
、
そ
れ
な
り
に
芸
術
・
文
学
に
も
興
味
を
も
つ
て
み
た
と
思
は
れ
る
。

こ
の
手
紙
は
次
の
や
う
に
つ
穿
く
。

、
（
明
治
十
八
年
十
月
十
四
日
）
と
あ
る
が
、
正
し
く
は
、
「
将
在
軍
君
命
有
所
不
受
」

で
あ
る
。
『
独
逸
日
記
」
は
ド
イ
ツ
で
書
い
た
ま
、
で
な
く
、
後
年
に
な
っ
て
、

清
書
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
記
憶
が
暖
昧
な
ら
ば
、
書
物
に
当
っ
て
正
し

く
引
用
す
る
こ
と
も
出
来
た
は
ず
で
あ
る
。
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小
生
少
々
風
流
気
ア
ラ
バ
芝
居
デ
モ
研
究
シ
、
国
柱
会
ノ
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ

コ
ト
デ
モ
送
り
タ
キ
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
甚
ダ
残
念
也
。
（
同
右
）

　
後
の
関
東
軍
作
戦
参
謀
が
、
若
き
日
に
、
演
劇
の
メ
ッ
カ
・
ベ
ル
リ
ン
で
、
も

っ
と
芝
居
に
熱
中
し
た
と
し
て
も
、
作
戦
に
大
幅
な
影
響
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う

が
、
そ
れ
に
し
て
も
「
甚
ダ
残
念
」
で
あ
る
。

［
注
］

　
コ
果
洋
の
諺
に
将
の
外
に
あ
る
や
君
の
命
だ
に
奉
ぜ
ざ
る
所
あ
り
と
云
へ
り
」


